
第46回技能五輪国際大会（特別開催）

への選手派遣について



• 一般社団法人日本型枠工事業協会

• 活動期間：2020年10月〜2022年12月

• 発表日 ：2023年3月1日

• 団体概要：昭和50年設立 東京本部・全国30支部

• 型枠大工の地位向上・施工技術の改善と向上を促進し優良な建造物を建設

し型枠工事業の健全な発展に寄与する事を目的とした公益法人

【活動内容】

➢ 技能五輪国際大会への参加と分科会活動の実施

➢ 工業高校、専門学校での出前授業の実施

➢ 厚生労働省主催の育成支援事業、高校生対象の合同体験フェアへの参加

【団体概要】



【背景】

◆慢性的な労働力不足

◆技術者の高齢化

◆若年層の入職率低下

【目的】

◆高校生、専門学校生への

型枠業界のPR

◆同じく父兄へのPR

◆学校とのコラボレーション

（工業高校も入学率低下の背景があり）



【技能五輪国際大会参加経緯】

2020年1月、以前より出前授業をさせて頂いていた県内の工業高校

（技能五輪国内大会参加）の先生から中央職業能力開発協会の

秋本氏を紹介され、愛知県が2025年の国際大会招致に名乗りを上

げ職能として全種目参加を目指しており未参加である建設コンクリート

施工に是非参加して欲しいとの意向を受けたのが活動のきっかけです。



工業高校での出前授業



技術専門校を招いての型枠実技講習



建設労働者育成支援事業

【厚生労働省】



建設専門工事業合同体験フェア（１）
建設産業専門団体 中部地区連合会】

協賛：戸田みらい基金様



建設専門工事業合同体験フェア（２）



技能五輪国際大会

【2020年】 課題情報収集・資材調達



技能五輪国際大会

【2021年】 初期訓練



技能五輪国際大会

【2022年】 強化訓練



技能五輪国際大会

【2022年】 WSCスペシャルエディション参加



【成果】

順位は7か国中7位という結果になりまし

たが、1位と得点差は2桁以内と初参加と

しては健闘した大会だったと思います。

結果以上に大会の雰囲気・ルール・技

術・他国とのコミュニケーションなどが得られ、

今後の活動の第一歩になる貴重な経験

となりました。

技能五輪国際大会

【2022年】 WSCスペシャルエディション参加



【まとめ】

活動期間中にラジオ・新聞・テレビなどから取り上げ

ていただき、技能五輪への参加を通じて型枠業界を

広くPRすることが出来ました。

今後は東海地区の工業高校を中心に、出前授

業・型枠の資格取得の支援を提案しながら技能五

輪への参加を呼びかけ、国内大会開催を計画してお

ります。

我々と学生が、この活動を通して繋がりを持つことで

型枠業界に目を向けてもらい、卒業後は一人でも多

くの方に入職してもらえるよう努力してまいります。

※今回の選手2人は4月から組合会員企業に就職

が決まっております。
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